
　人工衛星の熱設計に取り組んでいた父
に連れられて、技術展示会や宇宙開発事
業団（現・宇宙航空研究開発機構）の種子
島宇宙センターへ出かけたことを覚えて
います。父の仕事場を目の当たりにする
日々を通じて、徐々にものづくりへの憧
れを抱くようになりました。
　大学進学の際は、法学部と理工学部の
2択で悩みましたが、何となく「面白そ
う」という理由で理工学部を選択しまし
た。その後、佐藤洋平先生の研究室に所属
し、流体分子の分子振動に基づくラマン
散乱光を用いて、マイクロ流路内の温度
や濃度を非侵襲に可視化する研究に携わ
りました。
　配属当初は見たことのない光学装置を
使う実験や、専門用語が飛び交うディス
カッションに圧倒されるばかりでした
が、先生や先輩方がこだわりを持って研
究を進める姿に刺激を受け、いつの間に
か研究室中心の生活を送っていました。
また、学生時代にシンポジウムに参加す
る機会もいただき、大学や企業の研究

者が対等な立場で活発に議論する光景を
目にしたことも、研究者の道へ進む後押
しになりました。

　地球上には空気や水といった、さまざ
まな「流体」が存在します。こうした流体
の流れや熱・物質の輸送現象の計測・解
明・制御を目指す熱流体工学は、自動車や
航空機などのものづくりだけでなく、医
療・エネルギー分野への応用も期待され
ています。
　現在所属する京都大学の熱材料力学研
究室では、さまざまな熱流体機器の超小
型化や高効率化に向けて、光の特徴や効
果を利用した計測・制御手法の開発に取
り組んでいます。マイクロ（マイクロは

100万分の1）・ナノ（ナノ
は10億分の1）スケール
の微小な輸送現象を捉え
ることは容易ではありま

せんが、目には見えない現
象を明らかにしていく面白

さは何物にも代え難
いものです。
　これまでの研究
では、蛍光分子の
回転運動を光で
検出する「蛍光

偏光法」を使って流体の温度や粘度を外
部環境の影響を受けにくい形で計測する
方法の開発や、物質界面に薄く浸

し

みだす
ナノスケールの光の層を用いて壁面近傍
の温度や濃度の計測に取り組んできまし
た。さきがけでは、力に応答する特殊な蛍
光分子を応力プローブとして用いること
で、非接触かつ高い時空間分解能での流
体応力場の可視化を目指しています。開
発した手法を流体工学・医療・レオロジー
分野などのさまざまな複雑流動現象の解
明に応用し、産業機器やプロセスの高効
率化、循環器系疾患の予防などに生かせ
ると考えています。

　実験結果の解析では「この結果は何を
意味するのか」と解釈に悩むことも少な
くありません。苦しい工程ではあります
が、時間をかけてあらゆる角度から考え、
小さな変化を見つけだしていくことが研
究には必要不可欠で、自分自身を成長さ
せる糧

かて

になるのだと思います。
　大学教員という立場においては、指導
者としての責任とともに、学生と一緒に
実験へ励み、新たな発見を共有する楽し
さも感じています。同じ分野に集う研究
者や学生でも、研究に対する視点や取り
組み方は十人十色です。先入観を持たず
に多くの人と意見を交わし、研究対象だ
けではなく自分のことも「観察」すること
で、研究の軸や将来のイメージが見えて
くるかもしれません。そうした変化も楽

しみながら、自分だけの研
究の道を究めてください。

（TEXT：横井まなみ）

現在の専門に進んだきっかけは？
父の仕事を見てものづくりに憧れ

Q1.
A1.

熱流体工学で⽬指すものは？
非接触で高時空間分解能の現象可視化

Q2.
A2.

研究者を志す皆さんへ一言
人と交わり、自分の変化を楽しんで

Q3.
A3.

研究の拠点である桂キャンパスの構内
は、散歩すると四季折々の風景を全⾝で
感じられるお気に入りのスポットです。

顕微鏡で、マイクロ流路内の蛍光信号を観察し
ているところです。微弱な蛍光信号は外部から
の影響を受けやすいため、常に細心の注意を払
いながら実験しています。
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